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体力合計点が全国平均を上回っている学校と下回っている学校を次の①～④の項目にお

いて比較した結果は次のとおりとなった。 

①「各学校の体力合計点（Ｔ得点）」×「学校全体の目標設定」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ テーマ分析 

体力向上に向けた 

学校の組織的な取組 
 

ここでは、体力合計点と学校質問紙調査の結果から、体力合計点が全国平均以上の学校における
組織的な取組の状況に注目した。組織的な取組を充実させている小・中学校においては、体力合計
点が全国平均よりも高い傾向にあった。 

テーマ４ 

小学校 

小学校 

中学校 

中学校 

「令和５年度に、児童生徒の体力・運動能力の向上のための学校全体の目標を設定して

いた」と回答している割合は、全国平均を上回っている学校が、小学校で 3.2 ポイント、

中学校で 8.8 ポイント高い結果となった。特に、中学校では、全国平均を上回っている全

ての学校が目標を設定していた。 

「令和５年度に、体育・保健体育授業以外で、全ての児童生徒の体力・運動能力の向上

に係る取組を行った」と回答している割合は、全国平均を上回っている学校が小学校で

9.1 ポイント、中学校で 14.0 ポイント高い結果となった。 

②「各学校の体力合計点（Ｔ得点）」×「体育・保健体育以外での取組」 
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小学校 中学校 

小学校 中学校 

③「各学校の体力合計点（Ｔ得点）」×「教師は児童生徒の体力向上に係る研究会に参加し、

自校の取組に反映している」 

 

 「健康三原則（運動、食事、休養及び睡眠）の大切さを、様々な場面で計画的に伝える
ようにしている」と回答している割合は、全国平均を上回っている学校が、小学校で 2.6
ポイント、中学校で 7.8 ポイント高い結果となった。 

体力向上プラン等を活用し、学校の全体目標や児童生徒の実態、教育課程外の取組を含め
た具体的な取組などについて、全教職員で共通理解を図るなど、全教職員の理解と協力の
下、学校の教育活動全体を通じた組織的・計画的な取組を推進することが重要 

「教師は児童生徒の体力向上に係る研究会に参加し、自校の取組によく反映している」

と回答している割合は、全国平均を上回っている学校が、小学校で 4.4 ポイント、中学校

で 8.1 ポイント高い結果となった。 

 

④「各学校の体力合計点（Ｔ得点）」×「健康三原則（運動、食事、休養及び睡眠）の大切

さを児童生徒に伝えている」 
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★ 体力向上プラン ★ 
下の実践概要報告集には、小学校体育専科教員等配置校における検証改善サイ

クルを生かした体力向上に向けた組織的な取組をまとめた「体力向上プラン」が
掲載されておりますので、各学校の計画的・組織的な取組の充実に向け、ぜひ参
考にしてください！ 

（令和６年（2024年）３月28日付け事務連絡） 

「小学校体育（運動領域）デジタル教材」（スポーツ庁） 


